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シミュレーションの結果で時,運転者が意識的Qt走行車線に戻ろうとしたり,_不必要な車線

変更をしない時に,渋滞が少なくなり,.総走行距離が長くなった｡その傾向は道路の混み具合

によっても変化した｡

ll.ガラス中半導体超微粒子の励起子閉じ込め効果

立 道 英 俊

半導体を含むガラスを熱処理することによって,ガラスマトリックス中に微粒子を析出させ

ることができる｡このようなガラスを光励起した場合,電子と正孔は水素原子的な励起子を形

成し,その有効ボーア半径が微粒子サイズと同程度になると,量子サイズ効果が現れる｡

本研究では,CdSeを含むガラスを溶融し,その再熱処理によって10Aから102Å以上の半

径を持っ微粒子を成長させた試料を作製した｡これらの試料の吸収スペクトル及び発光スペク

トルを測定して,励起子の3次元的閉じ込め効果を,微粒子サイズと対応させて調べた｡その
0

結果,半径が25A以下の微粒子に対しては吸収スペクトルにおいてエネルギー準位の離散性

を反映した吸収ピーク及びサイズ変化に伴うピークシフトが観測され,励起子をっくる電子と

正孔が独立に閉じ込め効果を受けることがわかった｡さ-らに半径が102Aを起えると低温にお

いて励起子吸収ピークとそのサイズに依存したシフトが観測され,励起子自身が閉じ込め効果

を受けることがわかった｡このような2つの量子サイズ効果を同一の半導体を用いて観測する

ことができた｡

12.ガス中蒸発法によるAl-rich-Fe準安定合金微粒子

の作製とその電子顕微鏡観察

土 森 正 昭

過去 に急冷のL:JJ巣が報告され ているガス中蒸発法によ り準安建合食の相和.子を仲烈

し､その結晶描遇 ち･_電子朗轍鎌JHFl写Jt兼X線回折弘道によ り根無 した.

Xeガス約 3300Pa中でAI-5.0-33.3.･1I.%t･lc合食 を讃発させ微
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rJ.子を11;糾した.電子叫糊瑞による槻烈により.過去に朝'iiされていない二輔弼の柄

道をIL.'JT.した｡一一･つり∴三JilV,系に1.;)托する隅;'Bで､もう一つはil三jl一晶系に揺する不T;!台

場道である｡また､パルJ)のill･桝川であるA I J3LFe■捕遇 を微粒子申に枕T.'写しー多

くのは (･欠陥を帆か した巾

三ノil,I,糸の椛;:1比､隅11･純回Jlf仲の枇Y.'1.によリT,V.問押R3°もしくはR3(ユに成 し､

4'/f:(.);三靴は.I,1 -･().8581…1, IX- iI1_.7ti o であることがわかった｡吋相はf

他には､欠陥によるものと.tL'1われZJ拭雅なコン トラス トが机烈された｡′そのため､多

披･卜抄仲と北田折他によ.る欠陥7,7;;''3のPJ';折を行なった｡分析屯:T･抑柑銃による1,E31分

析のhli･光､_--･･.jJ･-rT.I.の組成はAI-2().･11.%Ill'cr.!腔である.邪がわかった｡

jl･'_jllf.'l系のfI巧;;'iは,ラウエ群4/lnlnlnに成 し､ iT,軸方向に不,fit余桐,qdを持ってい

ることがj)かったo多池千秒仲には,二棚別の的辺がC軸方向に非J.rJJUJが)にfJlみ鹿な

っている梯ィ･カ't糾穀された｡そこで､この不軌合捕辺に対する一次元のモTJル を･!j･え,

阿折破蛇の計rl:ri.nシミュレーションをfJrなった｡分析唱=IA糊微税による収分分析の射

光.A l- 17atワ(,Fefl..日定の,SIL戒である解がわかった｡また/この不軒先桐遇は.

パル/)の耶安1;三川として柑'I1,--されているA1.. ド c的逝と的;'B的に関山!.作を持っもの

と,fin)れ､T'llH;･のIy.川川三についても考烈した.

縄Yll:)･申のA 1 ..,ドe.f苅遇には. aflii･C而 ･ (20†)面のそれぞれにおける

iTIi欠陥とjJunTTが机烈された0 .1面のiTlf欠陥は､多披:I-･捗他の枇烈により変位ベクトル

のC-1)'向成Jjyが約0.4CでJ,'Jることがかかった｡ a i桁のI-rLf欠的と双)rIlflのモデルに対

するM=]Li!言ticcシミュレーションを才子ない,P.J.nla(ikによるa'IlJi刈l'H.Tのモ

デル を);了j-itするS･.-i'兜がT.い三一れた. (.,i揃のiTH'欠陥は､'''i-T･繰回lrr仲に見られるス トリー

JJのf:A:(･からー4',H;I'.ベク トル1)I.a/ 2であることを求めた.
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